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四
七
六〕

雜
錄
米
國
經
濟
绺
思
潮
の
今
昔

に
ょ
つ
て
.、
妨
害
せ
ら
れ
た
る
も
亦
た
、
米
國
の
四
圓

'

尠
情
の一

作
用
な
る
こW

を
看
過
す
べ
か
ら
ず
。
米
國
'

大
學
卒
槳
满
に
就
き
、
S

大
才
幹
の
大
部
分
は
、
.其
の

•

.四
圓
雖
情
の
促
す
と
こ
ろ
、
實
際
社
會
生
活
の
與
ふ
る

. 

荷
利
な
る
物
質
的
報
酬
§

め
に
’
滔
々
栩
卒
ゐ
て
實

,

—

業
界
に
投
ず
る
の
傾
向
願
著
な
る
を
以
て
、
學
究
的
生

. 

活
を
選
定
す
る
も
の
は
勢
ひ
、
必
中
し
も
決
し
て
國
家

最
礙
a

の
部
分
た
ら
ざ
る
の
、
結
果
を
示
め
し
來
ら
れ

る
も
の
、
W

ち
之
な
り
。
事
實
上*

*

今2
2

の
所
に
て
は

/
大
學
又
は
®

f!
a

學
校
の
敎
授
す
る
地
位
は
、
何
等
高
き

婢
嚴
及
び
名
卷
を
潇
さ
す
し
て
、
渠
等
は
動
や
も
す
れ

. 

ば
實
際
所
の
成
功
^

ょ
り
輕
視
せ
ら
る
る
の
傾
^
な
し

,

マ

」

せ
す
。
是
れ
米
國
學
間
界
の
憂
ひ
た
ら
ざ
る
を
得
ざ

\ 

.

.

.
/

る
な
り
。
繼
が
て
社
會
的
离
象
に
時
代
の
彩
ざ
る
箔
の

添
附
せ
ら
れ
、
人
類
萬
般
の
行
動
の
，惯
値
が
貨
幣
的
稱

量
に
ょ
り
て
制
定
せ
ら
れ
、
人
類
西
般
の
行
動
が
悉
く
.

物
質
的
に
評
惯
せ
ら
る
な
の
"
拜
金
主
義
緩
和
せ
ら
れ 

.て
'
知
識
界
の
鄭
槳
が
ー
層
の
價
値
を
認
め
ら
る
る
に
.

.
第
十
號
一
四
四

至
：た
る
こ
_
 

S

は
、

學
問
進
步
の
爲
め

に
/ 

.望
ん
で
巳
む 

能
はW

る
所
な
^
V
Sす
。
さ
れ
ど
、
資
本
家
的
精
雜
" 

企
業
家
的
精
神
の
最
も
熾
烈
に
、
拜
金
注
義
、「

ビ
ジ
ネ 

ス」

萬
能
主
義
の
最
も
深
く
浸
透
せ
る
の
米
國
に
於
て 

學
隙
が
歐
«
大
陸
殊
に
»

逸

R
於
て
享
有
し
つ
つ
ぁ
る 

如
き
取
扱
ひ
を
受
く

る

こ

と

は
-

近
き
將
來
に
於
て

 ̂

み
な
き
に
庶
魏
し
。
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批

評

と

縐

，介

美
濃
部
達
吉
著『

日
本
行
政
法』

第
四
卷

大
正
丑
早
九
月
m

2J

>
翁
缒
間
發
行 

撒
版
五
rl

十
七
瓦
正
愤
金
戒
四
黎
拾
錢 

木
#

は
#

妞
背
業
又
は
營
造
物
と
稱
せ
ら
る
、
も
の
に
關
す
る
法
規 

に
對
す
る
蕃
漭
ー
_流
の
明
快
.な
る
解
說
か
腿
过
7-
;

リ
0

箸

渚
は『

膂
造 

物』

ガ
ス
‘
法
#
-
上
の
川
語
が
法
文
に
於
て
- 1

將
? :

又
#
通
の
用
法
に
於 

て
t

其
意
莪
一
姥
ぜ
ざ
る
? #
^

指
摘
し
、
此
;)
|

諶
の
代
り
と
し
て
公
企 

粱
な
る
文
字
か
;!
-
1
ひ
て
關
係
法
規
4 >

說
述
せ
リ
。
帮
卷
の
笟
義L

i

從
へ
* 

は

公

企

業
^

It
.「

國
家
又
.

广
公
法
人
力
#
^
ノ
间
的
ノ
爲
ニ
商
ヲ
經 

f
y
又
ハ
他
ノ
潘
二
特
許
セ
ル
祺
業
ニ
シ
デ
權
カ
ノ
行
使
チ
其
ノ
木 

货
ト
爲
サ
サ
ツ
！
？
. ノ」

じ
し
て
、
典
中
_
家
の
純
铬
に
係
/,

.も
の
は
宵 

锬
企
ー
業
と
则
ひ
、
公
法
人
の
經
昝
に
係
る
も
の
は
公
瞥
企
號
と
謂
ひ
、 

前
潘
の
例
と
し
て
は
那
便
、
*

■

、
揚

、
證

、
{
B
立

叢

等

か

擧 

げ
、
後
潘
の
數
例
と
し
て
は
市
馑
の
馏
氣
祺
業
、
給
水
娘
業
"
下
水
道 

语
擞
等
か
鹖
げ
れ
リ
。
蓊
潴
は
此『

公
企
：證

：

な
る
溆
念
に
對
し
て『

公 

物』

打
みj

 

,

r概
念
^

設
け
、.
之
^

忠
報
し
.て
.「

凡
デ
直
接
.
ニ
..公
用
ゴ 

供
セ
づ
ル
少
物」

上
^

り
0

即
ち
帮
锻
の
觉
義
.に
據
れ
ぱ
、.；
公
逍

、
W

.

笫

十

怨

(

i
セ
セ)

批

f
翱
介

營
郞
侦
、
m

'̂
、
_
t

M
等
1
1川
ゆ
..る
.ー.切
の
.設
備
、
背
公
立
^
咬
の
敷 

地
、
激
物
、
備
品
笾
は
赀
逛
れ
公
物
な
リ
と
す
。

裂
す
るLi、

美
酒
部
博
士
の
說Li

從
へ
ば
、
權
カ
の
行
使
か
艰
火
架 

粟
と
ぜ
る
晓
海
^

、
m

桃
の
徽
取
、
W J

法
、
瞥
察
、
戶
雜
辦
務
、
民
業 

の
制
戥
腔
督
？

除
告
、
總
て
私
人
の
經
營
に
任
じ
得
る
、
且
つ
或
る 

揚
合
L
LI1

現
！

i

任
じ
つ
、
め
る
靡
業
、
例
へ
ば
交
通
、
撖
信
、
ii
l
c輸
、

|

敎
育
、
猫
生
、
.點
赍
等
か
國
家
若
し
く
は
公
法
人
が
經
營
す
る
と
«

ぱ 

:»
:〈

の
經
镫
の
方
而
ぶ
り
觀
察
し
て
之
か
公
企
粱
と
稱
し
、
各
邡
來
粱
I:

|

用
ゆ
ら
る
v

±

地
、
餓
物
、
備
品
等
は
總
て
公
物
と
名
く
も
の
な
り
と 

す
。
公
企
！T

と
公
物
と
の
對
照
か
ぱ
極
端
な
る
一
例
を
以
て
訛
明
す
る 

と
せ
ぱ
公
遛
の
新
殷
、
修
築
、
維
持
は
一
公
资
槊
|:
し
て
、
逍
路
か
桃 

成
す
る
土
地
及
其
附
蹯
骰
備
は
公
物
な
リO

 

.

.

惟
ふ
に
、
權
カ
の
行
使
^
其
本
質
と
せ
ざ
る
線
て
の
政
府
の
施
設
か 

|

ば
經
營
と
i
rl
x
is
r
と

の
雨
光
丽
ょ
り
«

察
マ
る
は
必
架
な
る
こ
と
|:
し
て 

黎
卷
が
此
雨
潸
か
ニ
制
0

異
な
れ
る
概
念
の
下
に
镞
趿
せ
ら
る
、
は
颇 

j

る
當
か
得
れ
る
.處
！

M

な
リ
と
ー
本
ふ
か
妨
げ
ざ
る
な
リ
0

唯
.前
^
^
^
し 

•て『

公
企
業』

と
な
す
は
柳
か
經
濟
冷
界
池
に
實
業
界
|:
於
け
>.
.『

企
粱』

 

な
る
用
語
と
■術
爽
す
石
の
處
れ
め
る
か
遗
憾
と
せ
ざ
る
^

得
ず
。
如
何 

と
尨
れ
ば
、
赏
公
立
墩
揆
、
圖
哿
骱
め
經
瞥
、
道
路
の
她
神
雄
は
其
问 

^
:
に
於
べ
も
結
跟
|:
於
て
-
5
一
 

般
に
，企
業
と
稱
し
得
る
性
質
^

布
せ
.ざ

、

る
か
以
て
尨
リ
0

s
:

ト
t«
J

M

と
な
リ
.つ
、
ぁ
.
ろ
#

造
物
使
川
料
の
法
徘
上
の
性
質
に
就 

' 
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批
評
と
紹
介

さ
て
着
救
は
此
秫
使
用
料
の
徴
取
は
私

.法
の
逾
用
か
受
く
.可
吾
も
の
な 

り
と
の
說
か
懷

1)
'
る

が

如

し

。
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漕
；
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同
機
ノ
蚀
質
チ
有
ス
ル 

法
祺
關
係
广

其
ノ
關
係
ノ
生
髋
ヵ
國
家
又
ハ
公
法
人
ナ
ル
ト
私
人
ナ
/ y 

ト
チ
间
ハ
ス
、
同
椋
ノ
法
規
ユ
双
彳
デ
文
刚
セ
ラ
ケ
少
コ
ト
チ
近
代
國 

法
上
ノ
ー
般
ノ
质
則
ト
ナ
ス
チ
以
テ
、
營
逍
物
ノ
利
用
關
係
ニ
付
テ
•セ 

決

#
ノ
別
段
ノ
规
免
ア
ル
場
合
ノ
外
ハ
0

- y

テ
私
人
ノ
祺
業
こ
關
ス
ル 

ト
.

in
j1

ノ
规
觉
ニ
從
フ
チ
原
則
ト
ナ
ス
モ
ノ
ト
認
ム
へ
キ

';u
ノ

-)
•
リ」 

と
。木

綁
“
斯
く
の
如
く
生
き
れ
る
間
題
か
取
扱
へ
る
も
の
じ
し
て
頗
る 

咕
{
几
に
適
ひ
れ
る
蕃
述
な
リ
と
雠
む
、
決
し
て一

篇
の
隙
物
に
非
す
し
，
 

て
蓊
港
の
离
政
に
係
る
行
政
法
に
關
す
る.一

大
锻
述
の
一
部
か
桃
成
せ 

み
も
の
卩
し
て
、
箸
渚
褙
年
の
蘊
蓄
^
傾
倒
せ
み
一
大
雄
作
な
リ
と
す 

さ
れ
ば
费
人
は
本
锥
が
斯
學
の
棉
威
と

し
て
廣
く
仳
に
行
は
る
、
じ
茧 

石
可
吾
.こ
と
^

疑
a
.
ざ
る
も
の
な
り
。 
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